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仕事の内容とやりがい 進路決定のきっかけ

仕事と家庭とのバランス

進路選択に対してのメッセージ

研究室の女将になって
大隅典子 （東北大学大学院医学系研究科　教授） 

＜大隅典子（おおすみのりこ）プロフィール＞
1984年　東京医科歯科大学歯学部卒
1988年　東京医科歯科大学大学院歯学研究科博士課程修了
1988年　東京医科歯科大学歯学部助手
1996年　国立精神・神経センター神経研究所室長
1998年　東北大学大学院医学系研究科教授（現職）
2006年　東北大学総長特別補佐（男女共同参画担当）
2008年　東北大学ディスティングイッシュトプロフェッサー
第20期、21期日本学術会議第二部会員

大学教員

東北大学において脳神経系の発生発達に
関しての研究を展開しています。2004-2010
年は科学技術振興機構CREST「ニューロ
ン新生の分子基盤と精神機能への影響の
解明」研究代表者として研究を展開させる
ことができました。また2007年からは東北大
学グローバルCOE「脳神経科学を社会へ
還流する研究教育拠点」拠点リーダーを務
め、大学内の脳神経科学者やそのタマゴ達
をとりまとめています。さらに、2006年より東
北大学女性研究者育成支援推進室副室長
として振興調整費による「杜の都女性科学
者ハードリング支援事業」を推進し、同年、
女性研究者育成支援態勢整備の促進に貢
献したとして、「ナイスステップな研究者
2006」に選定されました。「スピード・変化・
自由」のある毎日を送っています。

私にとっては両親ともに生物学者でしたの
で、家の中では「科学する」のが普通のこと
でした。成りたいと思って小さいときに憧れて
いた職業には、アナウンサー、雑誌の編集
者、建築家、料亭の女将などがあり、大学
進学時点で「直接、人を治せるのは素晴ら
しい !（しかも虫歯は放っておいても治らな
い）」と思って歯学部を受験しましたが、結
局、大学院に進むときに「発生生物学」を
志しました。小さなネズミの胎児の赤い心臓
がドキドキしているのを見て、求めていたも
のに出会った気がしました。

大学進学において「理系だから文系の科目
は重視しなくてよい」と考えることは大きな間
違いです。理系の仕事でも、論文を書いた
り、学会で発表したりするのに、言語力（コミ
ュニケーション力）は大いに必要ですし、世
界史や地理を知らなかったら国際会議で出
会った外国の方とお話できる接点が少なくな
ってしまうでしょう。なるべく多様な人たちと
接点ができるように「糊しろ」をつくっておく
ことが大切です。「この科目が得意だから」
ではなく「将来、どんな仕事をしたいか」によ
って進路を決めてほしいと願っています。

シングルなので、超悪いバランスです（苦
笑）。でも、自分の子供がいない分、研究室
の子供達（＝学生さんやポスドクさん）に、
たっぷり愛情を注いでいます。ときにはコワ
イお母さんですが……。
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任期制助教

研究のプロとお母さん、二つの役割を生きる

私は円口類（ヤツメウナギ）、真骨魚類（メダカ、
ゼブラフィッシュなど）の骨格筋形態を作り出す遺
伝子の仕組みを研究しています。我々ヒトを含む
四足動物は複雑な骨格筋をもち、顔の表情や手
足の動きなどの多彩な動きを支えています。一方
で冒頭にあげた動物の筋肉は単純で、脊椎動物
の祖先型の状況を残していると考えられます。脊
椎動物の骨格筋が多様な形態と機能を獲得した
ことと、形態形成と分化過程での遺伝子の働きの
関連を調べています。「この発見をしたのは自分
で、世界で自分しか知らない生命のしくみなんだ！」
という興奮を味わうと、もう研究の魅力に取り憑か
れてしまいます。

高校での部活で生物部に入っており、顧問の先
生が企画してくださる夏の臨海実習が素晴らしい
経験となりました。民宿のひさしの下にちゃぶ台を
おき、顕微鏡をならべて、海ですくってきたプラン
クトンを写生したり、ウニの人工授精をして受精卵
が育って行く様子を観察しました。その後、自然人
類学（サル学）や動物行動学に熱中した時期もあ
りましたが、大学の学部3回生の時に発生生物学
の講義を受けたことが転機となりました。最初は一
個の細胞である受精卵が分裂を繰り返し、しまい
には手足やいろんな臓器を備えた動物のからだに
なっていくのです。それは染色体の遺伝子に書か
れている設計図に従っていること、また動物の進
化というのはまさにこの設計図が少しずつ書き替
わっていくこと、と知り、これだ！！と思いました。

一応生物学を志して大学に入ったものの、
かなりの紆余曲折を経て場所にいます。しか
しすべては高校時代に古い顕微鏡で眺めた
世界に対する感銘に始まり、自分の心を喜
ばせるものを追求できたことが今の私につな
がっていると思います。若いみなさんも、急
いで人生の目標を固める必要はありません。
その時の自分の心に訴えるものに自然に引
き寄せられてください。そしてこれだと思うも
のに出会ったら、失敗を恐れずに全力で努
力してください。

＜日下部りえ（くさかべりえ）プロフィール＞
2000年3月 北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻博士後期課程修了　
2000年4月～ 日本学術振興会特別研究員PD
2003年4月～ 独立行政法人理化学研究所　研究員
2007年11月～ 神戸大学大学院理学研究科研究員
2010年４月より現職（理化学研究所客員研究員兼任）

仕事の内容とやりがい 進路決定のきっかけ

仕事と家庭のバランス

進路選択に対してのメッセージ

日下部りえ （神戸大学大学院理学研究科生物学専攻　助教）
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小２、小４、中２の三人の子ども達と夫、五人
家族で暮らしています。昼間は研究のことで頭
がいっぱい、夕方には大急ぎで子供達を迎えに
行き、私のもうひとつの「現場」である家庭の
世話をします。非常に慌ただしい毎日ですが、
周囲の方々の励まし、子供たちの笑顔は大きな
力です。また、早起きが苦手な私をサポートし、
朝の家事の大半を担当してくれる夫の存在は
大きいものです。家庭では家族全員が休息する
必要があり、まずは楽しい場所にしたいもので
す。一方で研究を続けるには国際的・長期的
な視野にたった研究を続けるという意気込みが
必要で、子育て中こそ時には日常を離れ、国内
外の学会や研究会で研究仲間との意見交換を
することが大切だと思っています。


